
愛知学院大学・歯学部・教授

科学研究費助成事業　　研究成果報告書

様　式　Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９ （共通）

機関番号：

研究種目：

課題番号：

研究課題名（和文）

研究代表者

研究課題名（英文）

交付決定額（研究期間全体）：（直接経費）

３３９０２

基盤研究(C)（一般）

2020～2017

口腔疾患に対する禁煙介入

Tobacco cessation intervention for oral diseases

９０２６１００７研究者番号：

長尾　徹（Nagao, Toru）

研究期間：

１７Ｋ１２０３３

年 月 日現在  ３   ５ ２９

円     3,600,000

研究成果の概要（和文）：　合計74人の患者が研究に登録された。試験に参加したすべての歯科専門医は、eラ
ーニングの　日本禁煙トレーニングアウトリーチプロジェクト（J-STOP）の禁煙教育プログラムを完了した。禁
煙介入は、ニコチン置換療法の有無にかかわらず8週間実施され、12か月のフォローアップが行われた。　
　禁煙介入群(n=61)の生物学的評価の禁煙継続率は3か月目37.7％、6か月目34.4％、12か月目32.8％であった。
歯科専門医による禁煙介入により、歯周病パラメーターのうちスケーリングとルートプレーニングを受けた部位
のプロービング時の出血は、介入6ヵ月の時点で禁煙脱落群にくらべ禁煙介入群で有意に改善された。

研究成果の概要（英文）：A total of 74 patients were enrolled in the study. All dental specialists 
who participated in the trial completed an e-learning Japan Smoking Cessation Training Outreach 
Project (J-STOP) tobacco cessation education programme. Tobacco cessation intervention was 
implemented for 8 weeks with or without nicotine replacement therapy with follow-up for 12 months.
The mean biochemically confirmed tobacco abstinence rate for the tobacco cessation intervention 
group (n=61) was 37.7% at month 3, 34.4% at month 6, and 32.8% at month 12. Among the periodontal 
parameters, patients in the smoking cessation support program led by dental professionals showed 
more improvement in bleeding on probing (BOP) after scaling and root planing compared to the 
continued smoking group.

研究分野：歯科医学

キーワード： 口腔疾患　禁煙支援　口腔がん予防　歯周病　インプラント　タバコ
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研究成果の学術的意義や社会的意義
WHOは、すべての歯科医療従事者は禁煙支援によりタバコ関連口腔疾患のコントロールに取り組むべきとしてい
る。それにもかかわらず世界中の歯科医療の現場ではいまだ禁煙支援は進んでいない。本介入研究では、禁煙に
関するeラーニングコースを修了した歯科医師が歯科治療を受けている患者に直接禁煙介入することに高い有効
性があることを示した。医科の禁煙治療と同等の禁煙継続率で、歯周疾患の改善効果を得た。
　歯科医師自身が日常臨床の中で生活習慣病の最大のリスク因子である喫煙習慣の改善に関与する意義は大き
い。本結果は歯科診療の場での保険を使った禁煙治療の適応拡大の提言のエビデンスになる。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。
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１．研究開始当初の背景 

喫煙の口腔への影響は、齲歯、口臭、歯周病、口腔がん／前がん病変などの主要な口腔疾患に加え、イ

ンプラント脱落にも関係することがわかっている。WHO の口腔保健プログラムでは、すべての歯科医療従

事者は禁煙支援によりタバコ関連口腔疾患のコントロールに取り組むべきとしている。それにもかかわら

ず世界中の歯科医療の現場ではいまだ禁煙支援は進んでいない。口腔疾患を有する患者の禁煙治療は医科

単独ではなく、歯科口腔疾患治療の一環として歯科医療従事者の積極的な介入が望まれている。 

 

２．研究の目的 

本研究は、歯科医療従事者がタバコ関連の口腔疾患患者に対して実施した禁煙介入の有効性を評価する

ことと、タバコ煙による口腔組織に対する直接的、間接的影響を除去することによる疾患の改善度を明ら

かにすることを目的として計画した。 

 
３．研究の方法 

（１）対象施設 

研究に参加する９学会に属する歯科口腔外科、歯周病科、歯科インプラント科、その他を標榜する大学

診療科、総合病院の歯科・歯科口腔外科および歯科診療所。 

（２）対象症例 

歯周病、口腔前がん病変（口腔白板症、紅板症、扁平苔癬）の治療ならびにインプラント治療を目的に

受診した２０歳以上の現在習慣喫煙者で、１カ月以内に禁煙の希望がある者。 

（３）介入・評価方法 

研究デザインは多施設非ランダム化前向きコホート研究で、「禁煙治療のための標準手順書、第６版、

日本循環器学会」、「禁煙支援マニュアル（第二版）厚生労働省」を手順書として、歯科医師、歯科衛生

士による禁煙カウンセリングを１２週間かけて行った。研究参加適格施設は、①禁煙支援のためのe-ラー

ニングプログラム（日本禁煙推進医師歯科医師連盟、J-STOP: https://www.j-stop.jp/）を修了、ならび

に②事前研修会を受講した者を有する施設とした。禁煙介入後は各疾患に対する治療を継続した。研究参

加者（被験者）にOTC 医薬品であるニコチンパッチ（ニコチン代替剤）を8週間分無償で支給した。禁煙

に失敗しても当該疾患の治療は継続した。評価は禁煙継続率に加え、禁煙継続群、喫煙再開群、禁煙意志

がないかあるいは弱くて禁煙介入しなかった群（非禁煙介入群）との間で歯科口腔疾患の改善率を比較検

討した。 

（４）禁煙意志の評価 

禁煙指導開始時に介入対象症例に対してファーガストロームのニコチン依存度テスト（FTND）でニコチ

ン依存度のスクリーニングを行い、禁煙意志の強さを評価した。禁煙介入対象者はFTND が３点以上でニ

コチン依存度が普通以上の者とした。 

（５）症例登録システム 

多施設共同研究のため症例登録システムには大学病院医療情報ネットワーク（UMIN）のインターネット

医学研究データセンター（INDICE）を活用した。 

(６）アウトカム（エンドポイント） 

①各疾患の観察期間ごとの禁煙継続率 

禁煙状況の自己申告と生化学的評価との間に乖離がないことを証明するためにニコアラート（NicAlert、

Nymox Pharmaceutical Corporation、 USA、セティ株式会社）を用いた唾液中コチニンの測定、もしくは

呼気CO 濃度測定器を有する施設では呼気CO 濃度で評価した。 



②疾患の改善率 

歯周病ではパラメーターとしてプロービングポケット深度（PPD）、臨床アタッチメントレベル（CAL）、

プロービング時の出血（BOP）を評価した。 

 

４．研究成果 

（１）禁煙支援・治療のための事前研修のe‐ラーニング修了率 

禁煙支援・治療のための事前研修のe-ラーニングの受講申し込み者は112施設から205人で、そのうち186

人が参加し、133人が修了した。修了率は71.5％で、この数値は2016年の医科を含めたe-ラーニング全受

講者862の修了率59.0％よりも高かった（p＝0.023）。  

研究期間中、27の施設（24.1％）が79人の歯科患者を募集し、各施設から募集された対象患者の平均数

は2.7（範囲1-11）であった。そのうち5人はドロップアウトし、74人の歯科患者を試験に登録した（図

１）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 男性は女性よりも禁煙介入に同意する可能性が高かった（84.6％対80.0％）。禁煙介入の受け入れは、

禁煙する意欲のある人の方が禁煙しない人よりも有意に高く（85.2％対23.1％; P <.0001）、ニコチン依

存度レベルと一致していた（表１）。歯科インプラントを希望した患者のほとんどは（87.5％）、研究期間

中のさまざまな時点で介入を受け入れる可能性が高く、OPMDの患者（85.4％）と歯周病の患者（76.0％）

がそれに続いていた。しかし、初診時で禁煙したいという割合がOPMD患者（85％）で最も高く、続いて歯

周炎患者（63％）、インプラント希望の患者（60％）であった（P = 0.014）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

表１ 患者属性 



（２）禁煙継続率 

登録された患者のうち 61人（82.4％）が禁煙介入に同意した。介入群の自己申告による禁煙率は、3

か月目で 62.3％（61人中 38人）、6か月目で 42.6％（61人中 26人）、12か月目で 41.0％（61人中 25

人）であった（表２）。しかし、それぞれの生化学評価では、それぞれ 37.7％（61人中 23人）、34.4％

（61人中 21人）、および 32.8％（61人中 20人）であった。インプラント治療を受けた患者は、生化学

的評価で禁煙率が 12か月目に 42.9％（7人中 3人）で最も高く、続いて OPMD 患者の 37.1％（35人中 13

人）、21.1％（19人中 4人）であった。 

介入群では、禁煙者（12か月以上）と非禁煙者の間に違いがあったが統計的に有意差はなかった（表

３）。女性患者は男性患者よりも禁煙する傾向があった。ニコチン依存スコアが高い（FTND で 7以上）

患者は、中程度のスコア（FTND で

3-6; 30.0％）またはスコアが

低い（FTND で 2以下; 

25.0％）よりも高い禁煙継続

率(41.2%)を示していた(P  = 

0.820)。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

NRT を使用した 38人の患者のうち 5人（12.8％）は、8週間の NRT 補充期間中に試験から脱落し、12

人は最初の 3か月間に禁煙に失敗した（表４）。介入群では、3つのフォローアップ期間のいずれかで

NRT を使用した患者と使用しなかった患者の間で、自己申告または生化学的評価で確認された禁煙継続率

に有意差はなかった。非介入群の患者は、フォローアップ期間中に NRT を使用せず、生化学的に確認され

た禁煙継続率 23.1％（13人中 3人）は、すべての期間にわたって変化無かった（表４）。3、6、および

12か月目の非介入群と比較した介入群の生化学的に確認された禁煙継続率のそれぞれの調整オッズ比

（95％CI）は、2.19（0.58-10.75）、2.10（0.55-10.38）、および 1.63（それぞれ 0.44-7.84）であった

（表４）。NRT ユーザーの間では、皮膚や口腔粘膜の刺激や心血管毒性のリスクの増加などの有害事象は

認められなかった。 

 

表３ 禁煙を達成した患者と再発または研究から脱落した患者の間の比較 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

研究に不参加の理由を評価するための予備的な質問票調査は、eラーニング禁煙教育プログラムに参加

したが研究に参加しなかった 85の施設の歯科専門家に送付した。合計 25（29％）の施設が調査に回答し

た。表５は、患者を試験登録できなかった歯科専門家と施設の特徴を示している。最も多かった回答は

「診療で忙しく時間が取れない」で、以下「対象患者がいなかった」、「倫理委員会の承認が間に合わな

かった」であった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（３）歯周病患者における疾患改善度 

歯周病患者における疾患改善度は、禁煙介入群と継続喫煙群の 2グループで比較した結果、臨床パラメ

ーターは禁煙介入群で有意に改善を認め、歯周病パラメーターのうちスケーリングとルートプレーニング

（SRP）を受けた部位のプロービング時の出血(BOP)は、介入 6ヵ月の時点で禁煙脱落群にくらべ禁煙介入

群で有意に改善された。 
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